
○各主体共通の目標（数値目標）

現況 目標年

18.07ha

（平成26年度）

21.3ha 20ha

（平成27年度） （平成25年度）

99件 目標達成済み（目標：15件）

（平成27年度） （平成33年度）

※1 「持続性の高い農業生産方式の導入に関する法律」（平成11年施行）に基づき、土づくりや化学肥料・化学農薬の低減を一体的に行う農業者（法人を含む）の愛称。

実施主体 平成24年度（計画開始年度）の取り組み状況 平成28年度の新たな取り組み予定

市

事業者

・山のグラウンドワーク（第５５回～第５９回）　※関連（2）①、
(12）②
・山林の下刈、間伐作業
・山のグラウンドワーク

注）　市の平成27年度（現況）の取り組み状況のうち、「太字・下線」は平成24年度（計画開始年度度）の取り組み状況になかったもの。

5件

市民

0ha

・平成27年度広島大学生物生産学部新入生オリエンテーションDayキャンプ（林野作業プログラム）
・平成2７年度広島大学生物生産学部新入生オリエンテーションＤＡＹキャンプ林野作業

（平成22年度）

・平成24年度広島大学生物生産学部新入生オリエンテーション
ＤＡＹキャンプ林野作業

・山のグラウンドワーク（第７１回～第７５回）
・山のグラウンドワーク

【農林水産課】　間伐材等利用可能性調査業務

エコファーマー※1認定件数

　H25策定の「森林整備計画にて明記する。」
としていたが、本計画中に本指標を明記できる項
目がない。ついては、「木材の生産機能の維持増
進を図るための森林施業を推進すべき森林」の分
類項目はあるものの、当該面積が市全体で
6,000haを超えるため、目標値の設定が困難で
ある。

①森林の保全

（平成20年度）
耕作放棄地解消面積

間伐を実施すべき森林の面積

○取り組みの方向性ごとの取り組み状況

基準年項目

平成27年度（現況）の取り組み状況

記載困難

 

【取り組みの方向性（目標）】 
 ①森林の保全 

   地域による森林整備の取り組み等により、水源かん養機能や景観維持等、森林が有する多様な環境機能の保全を目指します。 
 ②農地の保全 

   農地が農地として持続的に利用されるような取り組みにより、農地の多面的な環境機能（保水機能や生物の生息環境、田園景観の重要な構成要素等）の保全を目指します。 
 ③海の保全 

   水産資源の持続的な活用を図りながら、自然環境としての里海の保全を目指します。 
  

（１） 人との関わりが深い自然環境の保全 

平成２８年度第２回 
        東広島市環境審議会 

資料１  環境基本計画における取り組みの進捗状況 
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実施主体 平成24年度（計画開始年度）の取り組み状況 平成28年度の新たな取り組み予定

市

【農業委員会】　農地パトロール（利用状況調査）事業
【農林水産課】　環境保全型農業直接支払対策事業　等
【農林水産課】　農林水産物販路拡大推進事業

市民

・石焼き芋作り
・第7回エコクッキングin下黒瀬小学校　※関連(12）③
・うどんづくり　※関連（12）③

事業者

実施主体 平成24年度（計画開始年度）の取り組み状況 平成28年度の新たな取り組み予定

市
【農林水産課】　漁場環境保全創造事業（海底清掃）

市民

事業者

注）　市の平成27年度（現況）の取り組み状況のうち、「太字・下線」は平成24年度（計画開始年度度）の取り組み状況になかったもの。

平成27年度（現況）の取り組み状況

・シバザクラなどによる景観形成活動

【農業委員会】　農地パトロール（利用状況調査）事業
【農林水産課】　環境保全型農業直接支払対策事業　等
【農林水産課】　農林水産物販路拡大推進事業　※関連（12）③
【農林水産課】　中山間地域等直接支払交付金

②農地の保全

・海域・海岸清掃活動

③海の保全

平成27年度（現況）の取り組み状況

2



○各主体共通の目標（数値目標）

現況 目標年

97,970人 110,000人

（平成27年度） （平成33年度）

51% 60%

（平成27年度） （平成33年度）

実施主体 平成24年度（計画開始年度）の取り組み状況 平成28年度の新たな取り組み予定

市 【都市整備課】　自然公園管理事業

事業者

実施主体 平成24年度（計画開始年度）の取り組み状況 平成28年度の新たな取り組み予定

市

市民

・アクアフェスタ（第13回）
・ホタルまつり（志和堀）

事業者

・山のグラウンドワーク（第５５回～第５９回）　※関連（1）①、
(12）②

※2 集計が可能な「憩いの森公園」「県央の森公園（作業小屋）」「深山峡公園（キャンプ場）」「龍王島自然体験村」の利用者数。

99,376人※2

・ふるさと郷田の里山を大切に　心に残る植樹（東広島市森づくり事業）
・竹林寺山道整備
・つつじの里づくり
・桜並木の定植・管理
・ひろしま山の日（龍王山会場）

①自然とふれあうことができる場づくり

平成27年度（現況）の取り組み状況

（平成22年度）

（平成22年度）

市民アンケートにおいて「余暇は自然とふれあうように心がけている」と回答し
た市民の割合

47%

項目 基準年

・里山整備や里山資源の活用

○取り組みの方向性ごとの取り組み状況

自然公園の利用者数

平成27年度（現況）の取り組み状況

・東志和小学校みどりの少年団
・芋ほり体験
・ 「見上げてごらん夜の星を♪」観望会開催
・水生生物観察会　半川
・水辺教室　カエルの観察会
・田植え体験
・ホタルの宿　自然学校
・山菜の会
・夏の自然体験
・里山再生体験
・西条小学校4年生総合学習の時間
・広島大学総合博物館　フィールドナビ（春・秋の会）
・第1６回　アクアフェスタin福富
・バードウォッチング入門講座

・山のグラウンドワーク（第７１回～第７５回）
・山中池とががら山で遊ぼう！！　-キャンパスの里山探検Ⅱ-
・海洋フィールド調査体験ツアー2015
・ネイチャーゲームで遊ぼう！（春編・秋編）
・発見の小径を歩く！　－キャンパスの里山探検Ⅲ－（仮）
・田植え・稲刈り体験

【都市整備課】　自然公園管理事業

②自然とふれあえる機会や活動の充実

市民

 
【取り組みの方向性（目標）】 
 ①自然とふれあうことができる場づくり 

   森林、川、ため池、海などの本市が有する多様な自然環境と、安全に楽しくふれあうことができる場づくりを目指します。 
 ②自然とふれあえる機会や活動の充実 
   自然とふれあうことによって、自然環境に対する理解や愛着を深め、環境保全に対する自主的な行動の促進を目指します。 

（２） 自然とのふれあいの推進 
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○各主体共通の目標（数値目標）

現況 目標年

（平成27年度）

実施主体 平成24年度（計画開始年度）の取り組み状況 平成28年度の新たな取り組み予定

市

【文化課】　　　　文化財調査事業
【河川港湾課】　河川整備事業
【都市整備課】　都市公園の整備　※関連（4）①
【農林水産課】　農地・水保全管理支払交付金事業

市民

事業者

（平成22年度）

・希少生物の保全活動

項目

平成27年度（現況）の取り組み状況

【文化課】　　　　文化財調査保護事業
【河川港湾課】　河川整備事業
【都市整備課】　都市公園の整備　※関連（4）①
【農林水産課】　多面的機能維持管理支払交付金事業

・国の特別天然記念物オオサンショウウオの調査研究活動
・自然散策道「発見の小径」

次回調査時に同種数以上を確認

動物：調査終了後に明記

水生植物：77種

基準年

○取り組みの方向性ごとの取り組み状況

①生物多様性の保全

動物基礎調査・水生植物基礎調査で確認された種数
（ただし、外来生物は除く）

蝶：5科92種
トンボ：11科83種
水生植物：77種

オオサンショウウオ（成体）：61個体

 

【取り組みの方向性（目標）】 
 ①生物多様性の保全 

   山から海に至る本市の多様な環境に適応した生物に対する認識を高め、生物多様性の保全を目指します。 

（３） 生物多様性の保全 
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○各主体共通の目標（数値目標）

現況 目標年

68.7% 70％※3

（平成27年度） （平成32年度）

66団体 60団体※3

（平成27年度） （平成32年度）

41% 60%

（平成27年度） （平成33年度）

※3 東広島市緑の基本計画で定めた目標値。

実施主体 平成24年度（計画開始年度）の取り組み状況 平成28年度の新たな取り組み予定

市

【都市整備課】　都市公園の整備　※関連（3）③
【都市整備課】　都市公園管理事業
【都市計画課】　地区計画による緑化推進

市民

事業者

実施主体 平成24年度（計画開始年度）の取り組み状況 平成28年度の新たな取り組み予定

市

【管財課】　　　　　 庁舎屋上緑化・壁面緑化
【農林水産課】　　 緑化推進事業
【廃棄物対策課】　公衆衛生推進協議会が実施する花いっぱい
　　　　　　　　　　　運動の支援

市民

事業者

基準年

66.4%

（平成20年度）

・御薗宇新町公園の維持管理
・黒瀬川沿いの維持管理

②市街地の緑の整備・創出

平成27年度（現況）の取り組み状況

【管財課】　　　　　公共施設の緑化
【農林水産課】　　 緑化推進事業
【廃棄物対策課】　公衆衛生推進協議会が実施する花いっぱい運動の支援

・彼岸花の里づくり

38%

（平成22年度）

○取り組みの方向性ごとの取り組み状況

①市街地の緑の保全

平成27年度（現況）の取り組み状況

【都市整備課】　都市公園の整備　※関連（3）①
【都市整備課】　都市公園管理事業
【都市計画課】　地区計画による緑化推進

歩いていける範囲の都市公園等の市街地に対する整備率

公園里親制度活用団体数
26団体

（平成22年度）

項目

市民アンケートにおいて「公共の広場、公園、緑」に対して満足と回答した市民
の割合

 
 
 
 
【取り組みの方向性（目標）】 
 
 ①市街地の緑の保全 
 
   公園や街路樹、生垣などを適切に維持・管理し、私たちの生活に潤いを与えるとともに、都市部における多様な生物の生息環境でもある、市街地の緑の保全を目指します。 
 
 ②市街地の緑の整備・創出 
 
   公共施設や民有地等の緑化、公園の整備等により、市街地の緑の整備・創出を目指します。 

（４） 市街地の緑の保全と整備・創出 

5



○各主体共通の目標（数値目標）

現況 目標年

32% 60%

（平成27年度） （平成33年度）

実施主体 平成24年度（計画開始年度）の取り組み状況 平成28年度の新たな取り組み予定

市

【文化課】　　　　（仮称）安芸国分寺歴史公園の整備
【生涯学習課】　生涯大学システム運営事業
【都市整備課】　景観形成の推進

事業者

実施主体 平成24年度（計画開始年度）の取り組み状況 平成28年度の新たな取り組み予定

市
【都市計画課】　酒蔵地区、白市地区の景観形成

市民

事業者

②歴史的な町並みの保全

平成27年度（現況）の取り組み状況

【都市計画課】　酒蔵地区、白市地区の景観形成

○取り組みの方向性ごとの取り組み状況

①歴史・文化的資源の保全・活用

平成27年度（現況）の取り組み状況

【文化課】　　　　安芸国分寺歴史公園の整備
【生涯学習課】　生涯大学システム運営事業

市民

・乃美尾用水路の見学 ・志和堀の「宝」再発見
・風早を紹介するパンフレット作成
・古民家再生プロジェクト

市民アンケートにおいて「歴史的な資源の豊かさ」に対して満足と回答した市
民の割合 （平成22年度）

30%

項目 基準年

【取り組みの方向性（目標）】 
 ①歴史・文化的資源の保全・活用 

   歴史・文化的資源を大切に保全し、地域の歴史を学ぶ教材等として活用するなど、先人が私たちに残してくれた貴重な環境資源の保全・活用を目指します。 
 ②歴史的な町並みの保全 
   西条の酒蔵通りや白市の町並みなど、本市が有する歴史的な町並みの保全と活用を目指します。 

（５） 歴史・文化的資源と歴史的な町並みの保全・活用 
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○各主体共通の目標（数値目標）

現況 目標年

35% 60%

（平成27年度） （平成33年度）

実施主体 平成24年度（計画開始年度）の取り組み状況 平成28年度の新たな取り組み予定

市

市民

事業者

（平成22年度）

○取り組みの方向性ごとの取り組み状況

平成27年度（現況）の取り組み状況

①総合的な景観形成の推進

・高屋堀団地のフラワーロード
・「磯松　花咲かせ隊」活動
・フラワーロードの整備
・豊栄町内花いっぱい運動
・景観を考えるシンポジウム

項目 基準年

潤いのある市街地景観の創出
39%

 
 
 
【取り組みの方向性（目標）】 
 
 ①総合的な景観形成の推進 
 
   良好な景観形成のためのルールづくり等により、快適で質の高い町並みの形成を目指します。 

（６） 潤いのある市街地景観の創出 
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○各主体共通の目標（数値目標）

現況 目標年

83% 83%

（平成26年度） （平成33年度）

80.6% 79%

（平成27年度） （平成33年度）

33% 60%

（平成27年度） （平成33年度）

実施主体 平成24年度（計画開始年度）の取り組み状況 平成28年度の新たな取り組み予定

市

【下水道建設課】　下水道管路の整備
【環境対策課】　　 小型浄化槽設置整備への支援
【農林水産課・
　園芸センター】 　家畜排せつ物等を原料としたたい肥を使う
　　　　　　　　　　　農業者への補助
【環境対策課】　　 出前講座による啓発
【下水道管理課】　下水道の普及啓発
【環境対策課】      水質改善モデル業務

市民

・竹炭を使った河川浄化
・家庭排水の敷地内循環システムの構築

事業者
・籾殻燻炭の活用　※関連（13）①、（15）①

実施主体 平成24年度（計画開始年度）の取り組み状況 平成28年度の新たな取り組み予定

市

【農林水産課】　ひろしまの森づくり事業・造林事業・
　　　　　　　　　環境貢献林整備事業
【環境対策課】　地下水データ収集
【消防総務課】　雨水利用
【管財課】　　　  雨水利用

市民

事業者
・龍王山憩いの森一帯の水質・水量定点観測調査

注）　市の平成27年度（現況）の取り組み状況のうち、「太字・下線」は平成24年度（計画開始年度度）の取り組み状況になかったもの。

②適正な水循環の確保と水資源の有効活用

平成27年度（現況）の取り組み状況

項目 基準年

生活環境項目に係る排水基準のうち、一般項目の適合率（水質）
80%

（平成22年度）

①健全な水質の保全

62.1%

（平成22年度）

市民アンケートにおいて「川などの水のきれいさ」に対して満足と回答した市民
の割合

41%

（平成22年度）

水洗化人口普及率

○取り組みの方向性ごとの取り組み状況

【農林水産課】　　ひろしまの森づくり事業・造林事業・環境貢献林整備事業　※関連（7）①
【環境対策課】　　地下水観測
【消防総務課】　　雨水利用
【管財課】　　　　　雨水利用

・龍王山憩いの森一帯の水質・水量と土壌貯水力定点観察調査

平成27年度（現況）の取り組み状況

【下水道建設課】　下水道管路の整備
【環境対策課】　　 小型浄化槽設置整備への支援
【農林水産課・
園芸センター】     振興作物土壌改良事業ほか
【環境対策課】     出前講座による啓発
【下水道管理課・
下水道施設課】   下水道の普及啓発
【環境対策課】　　水質改善モデル業務
【農林水産課】　　ひろしまの森づくり事業・造林事業・環境貢献林整備事業　※関連（7）②
【環境対策課】　　えひめＡＩ推進事業　※関連（19）①

・竹炭を使った水質浄化
・家庭排水の敷地内循環システムの構築

 
【取り組みの方向性（目標）】 
 ①健全な水質の保全 

   水を汚さない取り組みの実践等により、健全な水質の保全を目指します。 
 ②適正な水循環の確保と水資源の有効活用 
   水源となる森林の保全や雨水利用等により、水循環の確保と水資源の有効活用を目指します。 

（７） 健全な水質と水循環の確保 
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○各主体共通の目標（数値目標）

現況 目標年

17% 60%

（平成27年度） （平成33年度）

実施主体 平成24年度（計画開始年度）の取り組み状況 平成28年度の新たな取り組み予定

市
【維持課】　河川維持作業報償金交付制度

事業者

実施主体 平成24年度（計画開始年度）の取り組み状況 平成28年度の新たな取り組み予定

市

市民

事業者

市民

・八本松小学校環境学習　※関連（17）② ・椋梨川河川敷の石拾い
・親子ふれあい川遊び
・鐘鋳原池の土手の除草
・憩いの森の水路の清掃

②水辺とのふれあいの創出

平成27年度（現況）の取り組み状況

・ホタルの里づくり

項目 基準年

○取り組みの方向性ごとの取り組み状況

①水辺環境の保全と再生

平成27年度（現況）の取り組み状況

【維持課】  河川維持作業報償金交付制度

市民アンケートにおいて「水や水辺とのふれあいのしやすさ」に対して満足と回
答した市民の割合

28%

（平成22年度）

 
 
 
【取り組みの方向性（目標）】 

 ①水辺環境の保全と再生 

   川やため池、海などの水辺の自然環境を将来にわたって健全に保全するとともに、失われたり失われつつある水辺環境の再生を目指します。 

 ②水辺とのふれあいの創出 

   安全に水辺とふれあえる場づくり等により、市民の憩いの場や、豊かな水辺環境の保全を考える場となる水辺空間の創出を目指します。 

（８） 水辺環境の保全とふれあいの創出 
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○各主体共通の目標（数値目標）

現況 目標年

100% 100％（現状を維持）

（平成2７年度） （平成33年度）

93.3% 90%

（平成27年度） （平成33年度）

70% 90%

（平成27年度） （平成33年度）

60% 80%

（平成27年度） （平成33年度）

※4 光化学オキシダントについては本市だけでは解決できない問題を含んでいるため目標には含めていません。

実施主体 平成24年度（計画開始年度）の取り組み状況 平成28年度の新たな取り組み予定

市

【都市計画課】　　 パーク＆ライドの推進
【管財課】　　　　　 公用車管理事務
【廃棄物対策課】　野焼き防止対策に関すること

市民

事業者

実施主体 平成24年度（計画開始年度）の取り組み状況 平成28年度の新たな取り組み予定

市
【道路建設課】　市道整備事業

市民

事業者

注）　市の平成27年度（現況）の取り組み状況のうち、「太字・下線」は平成24年度（計画開始年度度）の取り組み状況になかったもの。

【道路建設課】　市道整備事業

騒音に係る環境基準適合率

【都市計画課】　　 パーク＆ライドの推進
【管財課】　　　　　 公用車管理事務
【廃棄物対策課】   野焼き防止対策に関すること
【環境対策課】      悪臭規制導入
【環境対策課】      ライトダウンキャンペーンの後援　※関連（14）①

63%

○取り組みの方向性ごとの取り組み状況

78%

100%

（平成22年度）

（平成22年度）

（平成22年度）

平成27年度（現況）の取り組み状況

87.8%

②静かな環境の保全

大気汚染に係る環境基準項目のうち※4、二酸化硫黄・二酸化窒素・浮遊粒子
状物質の適合率

市民アンケートにおいて「まちの静けさ」に対して満足と回答した市民の割合

市民アンケートにおいて「空気のきれいさ」に対して満足と回答した市民の割合

（平成22年度）

①大気環境の保全

平成27年度（現況）の取り組み状況

項目 基準年

 
【取り組みの方向性（目標）】 
 ①大気環境の保全 
   空気を汚さない取り組み等により、きれいな大気環境の保全を目指します。 
 ②静かな環境の保全 
   日常生活や事業活動から騒音を発生させない取り組み等により、静かな環境の保全を目指します。 

（９） きれいな空気や静かな環境等の保全  
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○各主体共通の目標（数値目標）

現況 目標年

999g 850ｇ※5

（平成26年度） (平成33年度)

96% 100%

（平成27年度） (平成33年度)

95% 100%

（平成27年度） (平成33年度)

※5 平成23年4月に環境審議会から答申された目標値は、平成27年度において900ｇ以下であるが、本計画では平成22年度の現況値969ｇの12％以上を減量した850ｇを目標とする。

実施主体 平成24年度（計画開始年度）の取り組み状況 平成28年度の新たな取り組み予定

市

【廃棄物対策課】　ごみ減量化及び資源化の推進
【廃棄物対策課】　固形状一般廃棄物処理事業
【廃棄物対策課】　生ごみ処理容器購入者に対する補助金及び
　　　　　　　　　　　ごみ減量化施策
【廃棄物対策課】　広島中央環境衛生組合負担金
【廃棄物対策課】　資源回収推進団体の育成支援（回収見込量
　　　　　　　　　　　3,100トン）

　平成２９年１０月より家庭ごみ有料化を実施するた
め、条例改正を行った。

市民

事業者

・東広島リサイクルショップ

注）　市の平成27年度（現況）の取り組み状況のうち、「太字・下線」は平成24年度（計画開始年度度）の取り組み状況になかったもの。

○取り組みの方向性ごとの取り組み状況

①３Ｒを基本とした取り組みの推進

平成27年度（現況）の取り組み状況

【廃棄物対策課】  ごみ減量化及び資源化の推進　※関連（16）①
【廃棄物対策課】　固形状一般廃棄物処理事業
【廃棄物対策課】　生ごみ処理容器等購入者に対する補助金及び生ごみ処理機貸出事業
【廃棄物対策課】　広島中央環境衛生組合負担金
【廃棄物対策課】　資源回収推進団体に対する報償金の交付
【市政情報課】　　 ペーパーレス会議システム導入
【下水道管理課・
下水道施設課】　　下水道汚泥の有効活用
【志和出張所】　　 志和出張所管理運営事業

・ごみの分別・リサイクル習慣
・リサイクル市
・家庭ごみの排出量削減策の検討
・リユース市
・エコキャップ・プルタブの回収運動
・広島大学大学祭

・生ごみ処理機の導入
・エコスポットの運用
・リサイクルの推進活動
・東広島リサイクルショップ

事業者アンケートにおいて「ごみと資源物の分別を行っている」と回答した事業
者の割合

94%

(平成22年度)

市民1人1日当りのごみ排出量
969ｇ

(平成22年度)

市民アンケートにおいて「ごみと資源物の分別を行っている」と回答した市民の割合
94%

(平成22年度)

項目 基準年

 
 
【取り組みの方向性（目標）】 

 ①３Ｒを基本とした取り組みの推進 

   「ごみはできるだけ発生させない（発生抑制：リデュース）」、「いらないモノは他の人や他の用途で使ってもらう（再使用：リユース）」、「資源として使えるモノは使う（再資源化：リサイクル）」の３Ｒを基本とし 

 た資源循環型の ライフスタイルや流通形態の定着を目指します。 

（１０） 廃棄物の排出抑制と循環的利用の促進 
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○各主体共通の目標（数値目標）

現況 目標年

13,136人 16,700人

（平成27年度） (平成33年度)

94% 100%

（平成27年度） (平成33年度)

実施主体 平成24年度（計画開始年度）の取り組み状況 平成28年度の新たな取り組み予定

市

【廃棄物対策課】　不法投棄防止啓発看板及び犬のフン放置
　　　　　　　　　　　防止啓発看板の作成・配布
【廃棄物対策課】　本市及び環境保全監視員による不法投棄
　　　　　　　　　　　監視パトロール及び収集
【廃棄物対策課】　不法投棄の土地所有者に対する指導、助
　　　　　　　　　　　言を行う
【廃棄物対策課】　きれいなまちづくりキャンペーンの実施
【廃棄物対策課】　環境教育（広報・HP等）に関すること
【指導課】　　　　　 環境美化教育

事業者

・事務所周辺清掃作業ほか３件
・工場周辺等清掃作業

・小泉おそうじ隊
・御薗宇地区清掃
・事務所周辺清掃作業

項目 基準年

きれいなまちづくりキャンペーンの参加者人数
15,051人

(平成21年度)

市民

・第6回やすみつ（保光）川ハウマッチ ・造賀クリーン大作戦
・クリーン太田川
・サンタプロジェクト

市民アンケートにおいて「ごみや吸い殻などのポイ捨てはしないようにしてい
る」と回答した市民の割合

94%

(平成22年度)

平成27年度（現況）の取り組み状況

○取り組みの方向性ごとの取り組み状況

①環境美化活動の促進による不法投棄の防止

【廃棄物対策課】　不法投棄防止啓発看板及び犬のフン放置防止啓発看板の作成・配布
【廃棄物対策課】　本市及び環境保全監視員による不法投棄監視パトロール及び収集
【廃棄物対策課】　不法投棄の土地所有者に対する指導、助言を行う
【廃棄物対策課】　きれいなまちづくりキャンペーンの実施
【廃棄物対策課】　環境教育（広報・HP等）に関すること
【廃棄物対策課】　不法投棄防止対策のため移動式監視カメラを設置
【指導課】　　　　　 環境美化教育

 
 
【取り組みの方向性（目標）】 

 ①環境美化活動の促進による不法投棄の防止 

   自分たちの暮らすまちを清潔に保つため、多くの市民が環境美化活動に参加することで、ごみのポイ捨てや不法投棄をしにくい、清潔な環境づくりを目指します。 

（１１） 不法投棄防止対策の推進 

12



○各主体共通の目標（数値目標）

現況 目標年

平成28年度実施 20％以上削減※6

（－） （平成33年度)

64% 60%

（平成27年度） （平成33年度)

29% 35%

（平成27年度） （平成33年度)

※6 東広島市脱温暖化プランで必要に応じて見直しを図ります。

実施主体 平成24年度（計画開始年度）の取り組み状況 平成28年度の新たな取り組み予定

市

【環境対策課】　地球温暖化対策地域協議会補助
【環境対策課】　二酸化炭素排出量算定業務

事業者

注）　市の平成27年度（現況）の取り組み状況のうち、「太字・下線」は平成24年度（計画開始年度度）の取り組み状況になかったもの。

37%

（平成18年度)

29.5万t-CO2

・地域のグリーンカーテン講習会
・「グリーンエコ入野」活動
・みどりのカーテン作り
・エコクッキング
・自転車キャラバン隊行動ディー
・エコ講演会
・家庭内カーボン・マイナス化の継続的実現

23%

（平成22年度)

（平成22年度)

○取り組みの方向性ごとの取り組み状況

①地球温暖化防止、低炭素社会構築のための仕組みづくり

平成27年度（現況）の取り組み状況

【環境対策課】　地球温暖化対策地域協議会補助
【政策推進課】　モビリティマネジメントの推進
【環境対策課】　地球温暖化対策事業

市民

市民アンケートにおいて「出来るだけ自家用車を使わず徒歩や自転車、バス、
電車の利用を心がけている」と回答した市民の割合

項目 基準年

民生家庭部門の二酸化炭素排出量

市民アンケートにおいて「アイドリングストップを行うなどエコドライブを心がけて
いる」と回答した市民の割合

 
 

【取り組みの方向性（目標）】 

 ①地球温暖化防止、低炭素社会構築のための仕組みづくり 

   地球にやさしいライフスタイルへの転換など、市民一人ひとりの知恵と工夫により、地球温暖化の防止や低炭素社会を実現していくための効果的な仕組みづくりを目指します。 

 ②二酸化炭素吸収源対策の推進 

   適切な森林の育成・管理等により、温室効果ガスの大部分を占めている二酸化炭素の吸収源となる、森林の環境機能の保全を目指します。 

 ③地産地消の促進 

   地場農産物の販売促進や学校給食、飲食店での利用拡大等により、フードマイレージの削減にもつながる地産地消の促進を目指します。 

（１２） 温室効果ガスの抑制に向けた総合的な取り組みの推進 
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実施主体 平成24年度（計画開始年度）の取り組み状況 平成28年度の新たな取り組み予定

市
【農林水産課】　ひろしまの森づくり事業

市民

・山のグラウンドワーク（第５５回～第５９回）　※関連（1）①、（2）
①
・第11回ひろしま｢山の日｣県民の集いinひがしひろしま
・第11回ひろしま「山の日」県民の集い東広島会場

事業者

実施主体 平成24年度（計画開始年度）の取り組み状況 平成28年度の新たな取り組み予定

市

【農林水産課】　  農林水産物販路拡大推進事業
【学事課】           学校給食での地場農産物の活用

市民

・第7回エコクッキングin下黒瀬小学校　※関連（1）②
・うどんづくり　※関連（1）②

事業者

【農林水産課】　農林水産物販路拡大推進事業　※関連（1）②
【学事課】　　　　学校給食での地場農産物の活用
                       平成２７年度実績値（重量ベース）　主要野菜１０品目　17.8％　１０品目+米　50.0％

③地産地消の促進

平成27年度（現況）の取り組み状況

②二酸化炭素吸収源対策の推進

平成27年度（現況）の取り組み状況

【農林水産課】　ひろしまの森づくり事業

・山のグラウンドワーク（第７１回～第７５回）
・第14回ひろしま｢山の日｣県民の集いinひがしひろしま
・第14回ひろしま｢山の日｣県民の集いinひがしひろしま（第72回山のグラウンドワーク）

・苗木の植樹や間伐による森林整備活動
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○各主体共通の目標（数値目標）

現況 目標年

平成３０年度実施 期待可採量の20％以上※7

（－） (平成33年度)

平成３０年度実施 92％※10

（－） (平成33年度)

平成３０年度実施 40％※10

（－） (平成33年度)

16% 30%

（平成27年度） (平成33年度)

14% 50%

（平成27年度） (平成33年度)

※7 東広島市地域新エネルギービジョンにおける中期目標。

※8 廃棄物系バイオマス：家畜排せつ物、事業系食品廃棄物、廃食用油、製材残材、建設廃材、街路・公園等剪定枝、道路・河川・公園等刈草、下水汚泥。　

※9 未利用バイオマス：林地残材、果樹剪定枝、もみ殻、稲わら、ゴルフ場刈芝草、ゴルフ場枯枝・枯木。

※10 東広島市バイオマスタウン構想における目標値。

実施主体 平成24年度（計画開始年度）の取り組み状況 平成28年度の新たな取り組み予定

市

【環境対策課】　　 住宅用太陽光発電システム設置費補助
【下水道建設課】　新エネルギー施設の整備
【消防総務課】      太陽光発電
【管財課】             新エネルギー施設の整備
【学事課】             学校給食センターから出る廃食用油の再資
                          源化
【産業振興課】      企業訪問による聴取調査

事業者

・廃油のディーゼル油への変換
・ドラム缶式籾殻クン炭機の貸出し
・籾殻燻炭の活用　※関連（7）①、（15）①

注）　市の平成27年度（現況）の取り組み状況のうち、「太字・下線」は平成24年度（計画開始年度度）の取り組み状況になかったもの。

廃棄物系バイオマス※8の利用率

項目 基準年

新エネルギー等の導入目標 －

市民アンケートにおいて「太陽光発電を行っている」と回答した市民の割合
8%

・炭作り
・五右衛門風呂へのバイオマスの活用
・もみがら燻炭作り
・木質ペレットの試験的製造

(平成22年度)

事業者アンケートにおいて「太陽光発電を導入している」と回答した事業者の
割合

未利用バイオマス※9の利用率

【環境対策課】　住宅用太陽光発電システム設置費補助
【環境対策課】　スマートハウス化支援補助及び薪ストーブ・木質ペレットストーブ設置補助
【消防総務課】　太陽光発電
【管財課】　　　　新エネルギー機器の導入
【学事課】　　　　学校給食センターから出る廃食用油の再資源化
【教育総務課】　小学校新設事業、小学校増改築事業
【文化課】　「東広島芸術文化ホール（くらら）」への太陽光発電設備等の設置工事
【地域政策課】　清武西地域センターペレットストーブ導入

(平成22年度)

11%

(平成22年度)

10%

(平成22年度)

75%

○取り組みの方向性ごとの取り組み状況

①新エネルギーの導入の推進

平成27年度（現況）の取り組み状況

市民

 
 
【取り組みの方向性（目標）】 

 ①新エネルギーの導入の推進 

   東広島市に適した新エネルギーの導入やエネルギーの地産地消を推進し、低炭素社会の実現を目指します。 

（１３） 新エネルギーの導入 
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○各主体共通の目標（数値目標）

現況 目標年

25,820t 23,711t

(平成26年度) （平成29年度）

61% 90%

（平成27年度） (平成33年度)

59% 90%

（平成27年度） (平成33年度)

54% 90%

（平成27年度） (平成33年度)

45% 90%

（平成27年度） (平成33年度)

実施主体 平成24年度（計画開始年度）の取り組み状況 平成28年度の新たな取り組み予定

市

【危機管理課】　防犯灯の整備
【環境対策課】　省エネ法に関するエネルギー管理規程策定
　　　　　　　　　業務
【教育総務課】　小中学校施設のＬＥＤ照明の導入等
【消防総務課】　省エネルギー
【管財課】　　　　市役所新庁舎の建設
【環境対策課】　省エネチャレンジの実施
【住宅課】　　　　住宅性能表示制度の普及
【環境対策課】　ライトダウンキャンペーンの実施

事業者

注）　市の平成27年度（現況）の取り組み状況のうち、「太字・下線」は平成24年度（計画開始年度度）の取り組み状況になかったもの。

(平成22年度)

55%

(平成25年度)

63%

(平成22年度)

市民アンケートにおいて「暖房の設定温度は、20度を目安にしている」と回答し
た市民の割合

(平成22年度)

事業者アンケートにおいて「暖房の設定温度は、20度を目安にしている」と回
答した事業者の割合

54%

24,684t
公共施設からの二酸化炭素排出量

事業者アンケートにおいて「冷房の設定温度は、28度を目安にしている」と回
答した事業者の割合

市民

・家庭内カーボン・ニュートラル化
・第7回自転車キャラバン隊行動デー
・「2012温暖化ストップ！フェアinひろしま」　※関連（19）①
・省エネ診断養成研修　※関連（17）①

・簡易水力発電装置の設置
・バイオマス利用で省エネ！ウッドガスストーブをつくろう
・家庭内カーボン・マイナス化の継続的実現
・地域でのエネルギー自立を考えるシンポジウムと交流会

項目 基準年

○取り組みの方向性ごとの取り組み状況

①省エネルギー活動の推進

平成27年度（現況）の取り組み状況

【危機管理課】　防犯灯設置管理業務
【教育総務課】　小学校新設事業、小学校大規模改造事業、小学校施設改修事業、中学校大規模改造
                     事業、小学校増改築事業
【消防総務課】　省エネルギー
【住宅課】　　　　住宅性能表示制度の普及
【環境対策課】　ライトダウンキャンペーンの後援　※関連（9）①
【人権推進課】　黒瀬文化会館　空調機修繕
　　　　　　　　　　（「新エネ、省エネ先導的モデル実証実験枠」採択事業）
【地域政策課】　御薗宇地域センター空調機器更新
【管財課】　　　  公共施設の電力使用量抑制

市民アンケートにおいて「冷房の設定温度は、28度を目安にしている」と回答し
た市民の割合

(平成22年度)

55%

 
 

【取り組みの方向性（目標）】 
 ①省エネルギー活動の推進 
   市民一人ひとりがライフスタイルを見直し、日常生活や事業活動における省エネルギー活動を推進することにより、低炭素型社会の実現を目指します。 

（１４） 省エネルギーの推進 

補助対象設備 補助上限額及び補助率 補助見込件数

①住宅用エネルギー管理システム（HEMS）　　　   上限額　　 5,000円
（補助対象経費の5分の1） 380件

②太陽光発電システム　　　　　　　　　　　　　　　　上限額　 45,000円
（補助対象経費の20分の1） 280件

③定置用リチウムイオン蓄電システム　　　　　   　上限額　100,000円
（補助対象経費の10分の1） 45件

④家庭用燃料電池システム　　　　　　　　　　　　   上限額　100,000円
（補助対象経費の10分の1） 20件
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○各主体共通の目標（数値目標）

現況 目標年

6件※11 10件

（平成27年度） (平成33年度)

実施主体 平成24年度（計画開始年度）の取り組み状況 平成28年度の新たな取り組み予定

市

市民

事業者

・東広島リサイクルショップ
・籾殻燻炭の活用　※関連（7）①、（13）①

実施主体 平成24年度（計画開始年度）の取り組み状況 平成28年度の新たな取り組み予定

市
【産業振興課】　産学金官の連携促進

市民

事業者

(平成22年度)

4件

・こだわり米「清流の小田米」を活用した米粉パンの商品開発と販売
・ミミズコンポスト
・エコマークの認定
・東広島リサイクルショップ

②東広島産環境ビジネスの創出

【産業振興課】　産学金官の連携促進

平成27年度（現況）の取り組み状況

※11 環境保全に関連がある認定製品。〔せせらぎ室内ビオトープ（H21）、バンブーテコガーデン緑化システム（H21）、ＫＰＥ段ボール（H22）、エコ・ロジ・パコ（H22）、蚊シャットくん。（H22）、粉塵抑制装置（ダストバスタ・ミストネット）（H25）〕。平成２７年度は該当する製品なし。

○取り組みの方向性ごとの取り組み状況

①環境ビジネスや環境に配慮した産業活動の展開

平成27年度（現況）の取り組み状況

項目 基準年

「東広島発！ものづくり逸品」の認定を受けた環境関連製品の数

 
 
【取り組みの方向性（目標）】 

 ①環境ビジネスや環境に配慮した産業活動の展開 

   環境ビジネスの起業や環境配慮型の産業活動を展開し、環境負荷の低減や低炭素社会の形成を目指します。 

 ②東広島産環境ビジネスの創出 

   大学や試験研究機関、先端技術企業等、様々な産業が集積する「国際学術研究都市」としての強みを活かして、独創的・先進的な「東広島産環境ビジネス」の創出を目指します。 

（１５） 低炭素社会形成に寄与する事業の促進・支援 
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実施主体 平成24年度（計画開始年度）の取り組み状況 平成28年度の新たな取り組み予定

市
【環境対策課】　環境フェア開催補助

市民
・緑のカーテン講習会　※関連（17）①

事業者

実施主体 平成24年度（計画開始年度）の取り組み状況 平成28年度の新たな取り組み予定

市
【廃棄物対策課】　ごみ減量化及び資源化の推進

市民
・クリーン太田川　※関連（19）①

事業者

実施主体 平成24年度（計画開始年度）の取り組み状況 平成28年度の新たな取り組み予定

市

【企画課】　国際化推進事業

市民
・環境理解セミナー（広島）「熱帯雨林を考える！」　※関連（18）
①

事業者

・国際ボランティアCIEE（国際教育交換協議会）との交流

・クリーン太田川

○取り組みの方向性ごとの取り組み状況

③国際的な連携・協働

平成27年度（現況）の取り組み状況

【企画課】　国際化推進事業

平成27年度（現況）の取り組み状況

【環境対策課】　環境フェア開催補助

・福富町まちおこし

②広島県や近隣自治体等との連携・協働

平成27年度（現況）の取り組み状況

【廃棄物対策課】　ごみ減量化及び資源化の推進　※関連（10）①

①市内における連携・協働

 
 

【取り組みの方向性（目標）】 
 ①市内における連携・協働 
   市内各地での個別の取り組みを、地域や業種の枠組みを越えた連携・協働した取り組みに拡充し、より効果的な取り組みの展開を目指します。 
 ②広島県や近隣自治体等との連携・協働 

   広島県や隣接市町と連携・協働した取り組みにより、共有する環境の保全や環境に関する共通の課題の解決を目指します。 
 ③国際的な連携・協働 
   産学官民が連携した積極的な国際協力の取り組みにより、地球温暖化の防止などの地球環境問題の解決に寄与することを目指します。 
  

（１６） 地域を越えた連携と国際的な協力の推進 
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○各主体共通の目標（数値目標）

現況 目標年

164時間 246時間

（平成27年度） （平成33年度）

48回 50回

（平成27年度） （平成33年度）

39% 60%

（平成27年度） （平成33年度）

45% 60%

（平成27年度） （平成33年度）

実施主体 平成24年度（計画開始年度）の取り組み状況 平成28年度の新たな取り組み予定

市

【環境対策課】　公共施設への緑のカーテン推進
【環境対策課】　環境教育の推進
【指導課】　　　　環境教育・環境学習の推進
【指導課】　　　　体験型環境教育の実施
【指導課】　　　　環境学習モデル学校
【指導課】　　　　プログラムの提供

【環境対策課】　東広島市の環境（環境白書）ＤＶＤ作
成業務　※関連（18）①

事業者

・ひがしひろしま環境フェア共催　第11回水のグラウンドワーク
・田植え・稲刈り体験学習

注）　市の平成27年度（現況）の取り組み状況のうち、「太字・下線」は平成24年度（計画開始年度度）の取り組み状況になかったもの。

市民アンケートにおいて「家庭内で環境問題について話し合いを行っている」と
回答した市民の割合

183時間

①あらゆる世代の環境教育・環境学習の推進

平成27年度（現況）の取り組み状況

【環境対策課】　環境教育の推進、省エネルギーの推進
【環境対策課】　東広島市の環境（環境白書）作成業務　※関連（18）①
【環境対策課】　環境リーダーの育成　※関連（17）②
【指導課】　　　　環境教育・環境学習の推進
【指導課】　　　　体験型環境教育の実施
【指導課】　　　　プログラムの提供

市民

・第7回「エコINNくろせ」通常総会及び講演会
・省エネ診断養成研修　※関連(14）①
・第6回やすみつ（保光）川ハウマッチ
・企業訪問
・西条山と水の環境機構第11回水のグラウンドワーク
・緑のカーテン講習会　※関連（16）①
・グリーンカーテンを普及促進するための栽培講習会
・衛生施設見学会
・亀岡と綾部をめぐるエコツアー
・寺西女性会・寺西地区まちづくり協議会・寺西地区住民自治協
議会　環境学習会　講演

・環境学習への参加
・えひめAI環境学習
・国の特別天然記念物オオサンショウウオを通じた環境教育の推進
・WS;「総科21世紀科学P群・資源エネルギー研究」の未来－エネルギー自立社会に向けて大学は地域
 社会に如何に貢献ができるか
・匠の枝
・保光川ハウマッチ
・乃美尾用水路見学
・蛍籠作り講座
・第14回水のグラウンドワーク

・広島大学附属高等学校　ESD実習
・国の特別天然記念物オオサンショウウオを通じた環境教育の推進
・里山のたからもの オオサンショウウオの謎を探る！

環境に関する講師を招いて実施した環境学習の授業時間数

環境に関する出前講座の実施回数

（平成22年度）

29%

（平成22年度）

項目 基準年

事業者アンケートにおいて「環境に関する従業員教育」を行っていると回答した
事業者の割合

33%

（平成22年度）

30回

（平成22年度）

○取り組みの方向性ごとの取り組み状況

 
【取り組みの方向性（目標）】 
 ①あらゆる世代の環境教育・環境学習の推進 
   学校や家庭、事業所、地域における環境教育・環境学習を推進し、環境に配慮したライフスタイルや事業活動があたりまえのこととして実践される社会の形成を目指します。 
 ②環境教育・環境学習に関わる人材の育成 
   環境教育・環境学習を支え、地域の環境保全活動のリーダーとなる人材の育成を目指します。 

（１７） 学校・家庭・地域などでの環境教育・環境学習の推進 
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実施主体 平成24年度（計画開始年度）の取り組み状況 平成28年度の新たな取り組み予定

市

市民

・八本松小学校環境学習　※関連（8）①
・三ツ城小学校5年生総合学習
・八本松小学校4年生総合学習
・松板川の自然を探る会

事業者

注）　市の平成27年度（現況）の取り組み状況のうち、「太字・下線」は平成24年度（計画開始年度度）の取り組み状況になかったもの。

平成27年度（現況）の取り組み状況

【環境対策課】　環境リーダー育成　※関連（17）①

・小学生総合学習
・ひろしま森づくり安全学校　東広島市・憩いの森教室　共催（研修会・審査会の運営協力）

②環境教育・環境学習に関わる人材の育成
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○各主体共通の目標（数値目標）

現況 目標年

30団体 47団体

（平成27年度） （平成33年度）

12% 50%

（平成27年度） （平成33年度）

実施主体 平成24年度（計画開始年度）の取り組み状況 平成28年度の新たな取り組み予定

市
【環境対策課】　東広島市の環境（環境白書）ＤＶＤ作
成業務　※関連（17）①

市民

事業者

実施主体 平成24年度（計画開始年度）の取り組み状況 平成28年度の新たな取り組み予定

市

事業者

注）　市の平成27年度（現況）の取り組み状況のうち、「太字・下線」は平成24年度（計画開始年度度）の取り組み状況になかったもの。

事業者アンケートにおいて「環境報告書やインターネットによる自社の取り組み
の公表」を行っていると回答した事業者の割合

17%

（平成22年度）

（平成22年度）

○取り組みの方向性ごとの取り組み状況

②環境情報の発信・交流

平成27年度（現況）の取り組み状況

・住民自治協議会ホームページ
・ホームページによる活動情報の発信
・環境フェア出展「環境を大切にする広大・総科の多彩な研究」
・日本環境学会　第 42回（2016年）研究発表会で発表
・エコINNくろせ活動冊子の作成
・イベント出展
・呉市公衆衛生推進協議会　環境講演会「私たちのゴミと世界の繋がり」

市民

・広報WG　ウェブサイトの修正
・環境理解セミナー（広島）「熱帯雨林を考える！」　※関連（16）
③
・中国新聞　オピニオン　寄稿

市民活動情報サイト（環境eco）の登録団体数

①環境情報の収集・共有

平成27年度（現況）の取り組み状況

【環境対策課】　東広島市の環境（環境白書）作成業務　※関連（17）①
【環境対策課】　東広島市の環境活動（環境活動事例集）作成業務

項目 基準年

22団体

 
【取り組みの方向性（目標）】 

 ①環境情報の収集・共有 
   東広島市の環境に関する情報はもとより、国内外の環境情報など、環境保全活動等の参考となる各種環境情報を収集し、子供から大人まで誰もが情報を共有できるような社会を目指しま
す。 
 ②環境情報の発信・交流 

（１８） 利用しやすい環境情報の整備と発信 
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○各主体共通の目標（数値目標）

現況 目標年

62% 80%

（平成27年度） （平成33年度）

18% 60%

（平成27年度） （平成33年度）

9% 60%

（平成27年度） （平成33年度）

実施主体 平成24年度（計画開始年度）の取り組み状況 平成28年度の新たな取り組み予定

市
【企画課】　環境シンポジウム

事業者
・伝統的七夕の夜に星を見よう　～ライトダウンin東広島2012～

実施主体 平成24年度（計画開始年度）の取り組み状況 平成28年度の新たな取り組み予定

市

事業者

市民アンケートにおいて「市や団体等が主催する環境保全のイベントや活動に
参加している」と回答した市民の割合

（平成22年度）

28%

（平成22年度）

24%

平成27年度（現況）の取り組み状況

市民

・乃美尾小学校匠の技（工作教室）実習学習会
・ワインと酒とエネルギーのつどい運営協力
・ひがしひろしま環境フェア２０１２
・昆虫キッズあつまれ！＆黒瀬川クリーン作戦
・ひろしま環境大学

・エコネット若者ミーティング
・東広島市のごみを考える市民の会設立総会
・エコ講演会

市民

・「2012温暖化ストップ！フェアinひろしま」　※関連（14）①
・緑のカーテンコンテスト、ストップ地球温暖化ポスターコンクー
ルの共催／審査
・生涯学習フェスティバル
・省エネチャレンジコンテスト夏の巻。冬の巻（共催）
・ワインと酒とエネルギーのつどい（共催）
・第19回黒瀬町健康福祉まつり出展
・亀岡と綾部をめぐるエコツアー
・衛生施設見学会参加
・クリーン太田川　※関連（16）②
・カワニナの飼育放流
・乃美尾小学校1・2年生による蛍かご作り
・保光川ハウマッチでのミニ講演
・竹炭作り
・東広島市浄化槽設置者維持管理講習会

・えひめAI環境学習
・半尾川再生プロジェクト
・水辺教室
・冬の水辺教室
・自然と遊ぼう！自然を食べよう！
・沼田川体験
・ゆーすふるサンデー活動（省エネ体験）
・環境問題研修会
・環境の日

・苗木の植樹や間伐による森林整備活動

②環境保全活動への支援

項目 基準年

○取り組みの方向性ごとの取り組み状況

①環境保全活動への参加促進の仕組みづくり

平成27年度（現況）の取り組み状況

（平成22年度）

59%市民アンケートにおいて「清掃活動などの地域の環境保全活動に参加してい
る」と回答した市民の割合

事業者アンケートにおいて「環境マネジメントシステム（ＥＭＳ）の導入」を行って
いると回答した事業所の割合

【環境対策課】　　えひめＡＩ推進事業　※関連（7）①

 
【取り組みの方向性（目標）】 
 ①環境保全活動への参加促進の仕組みづくり 
   気軽に楽しく、継続的に環境保全活動に参加できるような仕組みやプログラムの充実を目指し ます。 
 ②環境保全活動への支援 
   環境保全活動の立ち上げや、既存の活動への支援の充実を目指します。 

（１９） 環境保全活動への参加促進と取り組みの支援 
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